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（学外の方の場合には別途 HP をご参照ください。2） 
 



































































成 23 年度と、システム導入から約 2 年半が経過し
た平成 27 年度の共同利用の利用者情報を用いた。 
まず、機器の利用者とその利用責任者（利用負担
金振替者）に着目した（表 1）。利用者数はシステ
ム導入前の平成 23 年度（H23）が 391 人であった
のに対し、導入後の平成 27 年度（H27）は 467 人





較して、約 1.5 倍増加した。 
 
表 1. 利用者数および利用研究室数 




23 391 人 73 4,018 件 16,081h 
H
























3.2  学外利用者の利用状況 
平成 27 年度からは、随時、学外の共同利用・委
託利用の受付が開始されている。平成 28 年 11 月
時点で、15 の企業・大学および研究機関からの利用
があった。これまでの共同利用、委託利用を合わせ




同利用と 3 機器の委託利用があった（表 3）。 
 
表 3. 学外利用者の所属機関と利用件数 
  H27 年度 H28 年度
化学メーカー 19 16 
食品メーカー 0 5 
製紙メーカー 1 1 
印刷メーカー 3 3 
国立・私立大学 3 6 
研究機関 5 0 
その他 0 1 
  H23 H27 
数理物質系 256 275 
生命環境系 122 165 
医学医療系 6 6 
体育系 5 5 
システム情報系 2 5 
芸術系 0 2 
図書館情報メディア系 0 1 
附属病院 0 6 
国際統合睡眠医科学 
研究機構研究部門 0 2 
分析部門の取り組みおよび機器の利用例 
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4.1  共同利用機器と委託利用の種類 
分析部門には現在、学内向けに共同利用可能な機
器として 24 台の装置と、委託利用可能な装置が 5 
台登録されている。さらに学外向けには、共同利用
可能な装置として 23 台、委託利用が可能な装置が 
11 台登録されている（表 4）。 
 
表 4. 共同利用機器・委託利用一覧 
略称 
学内 学外 
共同※ 1 委託 共同※ 1 委託
NMR600 ○ ○ ○ ○ 
NMR500 ○ ○ ○ ○ 
NMR400 ○ ○ 
ESR ○ ○ 
GCMS ○ ○ 
ICP-MS ○ ○ ○ 
MALDI ○ ○ 
ESI ○ ○ 
EPMA ○ ○ ○ 
高輝度 X 線 ○ 
SPM ○ ○ 
共焦点 ○ ○ 
FT-IR ○ ○ 
UV ○ ○ 
蛍光分光 ○ ○ 
デジタル旋光 ○ ○ 
ICP-8100 ○ ○ ○ 
ICP-7300 ○ ○ ○ 
原子吸光 ○ ○ 
熱分析 ○ ○ ○ 
電気化学 ○ ○ 
動的光散乱 ○ ○ 
比表面積 ○ ○ ○ 
元素分析※ 2 ○ ○ 
元素分析※ 3 ○ ○ 
アミノ酸 ○ ○ 





4.2  NMR の利用例 
核磁気共鳴装置（NMR）とは、原子核の核磁気共
鳴を利用して、物質の構造や状態を非破壊で分析で
きる装置である。（図 1）分析部門には 3 種類の 







図 1. 左から NMR500, 600, 400  
4.3  ICP 発光(8100,7300), ICP-MS の利用例 
分析部門には、2 台の誘導結合プラズマ発光分光
















図 2. ICP-8100 (左上), ICP-7300 (左下), ICP-MS (右) 
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る装置である。（図 3）また、EPMA は WDS であ










図 3. EPMA とその分析例 
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